
しんだいのし

m 
(注意)

(1) この割引ÍÎlH1. 身体障害者一手般の交付を受けている者が， Jli 

組!で国鉄線及び述絡社線を乗111船する地合に限って使用するこ

とカトEきる.

(2) この制引自「によって旅客illi l'tの割引の 1&扱を受ける者は 身

f*降留者手棋を批干Îi し，係員の諮求があったときは，いつでも

これを呈示しなければならない.

(3) この叫引慨によって購求できる乗車券は，普通衆車券に限る.

(4) J&扱区 Il\j 国鉄線及び述絡社総各駅相互!日!とす る.

(印 刷引区間 国鉄 ・ 討の自動車線及び国鉄 ・ 社の鉄Jn ・ 航協を ，t!f"

通旅客五m計算のキロ寝片道 101 キロ以上(普通旅客五llI'( :rtn:の

キロ程が. 101 キロの場合と同矧となる j也械を合む .l を深草船す

るときにド!El る.

(6) この制引~ur.の番号 ・ 住所 ・ 氏名及び年胸骨 ・ 発行年月日は， 発

行者ーが記入しなければならない.

(7) 発行者が記入 しなければならない事項を促入しないで交付した

'.'lU 引語01. 無効とする.

(8) 使用者は，衆車券購求の際衆車船区 1I刊を抱入する外， 往 復探111

券又は回遊衆車券を鱗求するときは，乗車区IHIの右方余白に 「往

復J 又は r lTIJ i盤J と混入し，その箇所に身体障君主者の1m印を折l' さ

なければならない。

(9) この割引柾又はこの制引置Eによって購求した乗車券は，他人に

~~渡し文は他人が使用することはできない.

(ω) この割引官iIに記入した事項を訂正した峨合は，次の詰EIJfJがある

ときに限ってイT効とする.

イ 発行者の記入する事項については発行者の職印

ロ 使HI 者の記入する事項については使用者の総印

(11) この割引fflEの有効mJ聞は，発行の日から 6 箇月とする.

介護付用

第号

及び等級

…間 |
身阿君|住所 ・ 氏
及び年 附

介腕氏名|
2えび 年齢

表

身体障留者旅客巡1i'Jllj引詰E

(介護付周)

乗車券 勾5

臥から

駅まで

昭和 年 月 日発行

発行者

才)

ïlï区町村長又は拓1祉事務所長

(民生安定所長を含む) 氏 名回
(発行駅) (発行年月日) (梁 111券帯号)

12.8cmX9.1cm 

袈

(注意)

(1) この制引加は. 身体陣容者手帳の交付を受けている者のうち，

国鉄の定める身体障留者が，その介護者と来事船区IHI ・ 梁耶船

体総及び通川J切!日lを同ーとして禁事船する場合に限って使用す

ることができる.

(2) この制引慌によって旅客足mの制引のJ&扱を受ける者は， .>1'

体陣容者手般を獄硝し，係只の計I求があ ったときは，いつでも

これを呈示しなければならない.

(3) この割引涯によって l府求できる来事券は，普通乗車券 ・ 定!日l

衆111券及び回数摂取霊長に限 る.

(4) 梁I匹船等級及びi日。引率各守\5 �!iU (且し，小児定期乗車券に対

しては旅客illil'tの捌引をしない.

(5) J&扱区 I/_\ J 国鉄線放び述給祉事員各駅相互間とする.

(6) ;'iU~ 1区 11 \j 問

(71 この割引証の寄号.身体降智者の住所 ・ 氏名及び年齢. 発行

年月日は，発行者が記入しなければならない.

(81 発行者が記入しなければならない郁項を記入しないで交付し

た側引詰Eは無効とする.

(9) 使用者は，衆車券附求の際梁111券極提訴 ・ 祭事船区間 ・ 介護者

氏名及び年齢を詑入する外， 普通来事券で往復乗車券又は回遊

乗車券を腕3止するときは， 罫~11I.船区 |日!の右方余白に r往復J 又

は「回遊J と記入し，その節目rrに北休附t若者の総印をj!11 さなけ

ればならない.

(附 このu日j引証又はこのi別引妊によって購求した梁11ï券は，他人

に譲渡し又は他人が使用することはできない.

。 1) この割引症に記入した事項を訂正した嶋合は，次の証明があ

るときに限って有効とす る.

イ 発行者の記入する事項については発行者の職印

ロ 使用者の記入する事項については身体際由者の認印

(目l このω1Ji! l ffiEの有効 JUIIU Il1，発行の日から 6 箇月とする。

7 介護付Hl旅客巡賃制引証によって購求した乗車券

この乗車券は身休陣容者とその介護者とが，同ーの列車 ・ 汽

船または自動車により来事船する場合にかぎって有効とし， ま

たこの来事券の旅客五m払いもどしならびに等級変更 ・ m越 ・

プ'51向変更および経路変更の取扱は，身休i障害者に対する *111券

と ， その介護者に対する来1Ji券とについて，ともに行う湯合で

なければ取扱をしない。

8 身体障fl?者は来事券購求の際および乗車船中は，身体障

害者手帳を携m: して，鉄道係員の請求があったときは， いつで

も呈示しなければならないこととなっている。(平林喜三造)

しんだいのしようじかん 寝台の使用時間 列車および汽船

の寝台の使l時間はつぎのとおりである。

1 列車の寝台 昼間は使j刊できず， 211時から翌日 71時まで

における列車の運転1時間中にかぎられている。:t'i:切とした寝台

車を 21 1時から翌 日 71時までの聞に同一駅で滞儲させる場合は，

その滞留時IMlは巡ilk;1時 間とみなして使用できる。

なお， この寝台使用i"Í'聞は季節によって多少変更することも

ある。

2 汽船の寝台 寝台の設備がある汽船の就航しているのは，

現在青森 ・ 函館間の航路であるが，この場合は昼夜の別なく汽

船の運航時間中は使用できる。(平林苔三造)

しんだいり ょう きん 寝台料金 旅客が列車または汽船の寝

台を利用する場合に支払う寝台設備使用料金をいう。

1 寝台料金総成製薬

寝台車は， 普通の客車と比較して定ぬが少ないうえに， 製作

1/'1およびその五延期上の経費は普通の答111の場合よりも多傾を裂

するので，その料金決定に当っては，っきrの経1/'1を有fi根(ほて

ん)するように定められている。

(() 普通客11工と寝台1lï との乗車人凸の差に対する運賃および

急行料金

(2) 普通客1lï と寝台JI1 との製作技の差綴に対する原官lIilft主11 1/'1

および投下資本利子

(3) 列車給仕の人件目

(4) 寝台術品の原日lifJ氏主11 1/'1 :および洗たく政

以上の主主;"*を満たすように定められているほか，主要都市に

おける宿泊料金とのパランスおよび使用者の負担能力をも十分
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